
全員協議会提出議題 

 

日時 令和４年６月23日（木） 

本会議終了後 

 

１ 報告事項 

(1) 工事請負契約の締結について（資料１）  

【契約検査課】 

(2) 厚木市における新型コロナウイルスワクチン接種について（資料２）  

【新型コロナウイルスワクチン接種担当】 

 (3) 厚木市立保育所の運営基本方針の策定について（資料３） 

【保育課】 

 (4) 令和３年度厚木市立病院インシデント・アクシデント報告について（資料４） 

【病院総務課】 

 (5) 第13回「県央相模川サミット」六市町村合同クリーンキャンペーンの実施結果につ

いて 

・実施日 ５月22日 参加団体数96、参加者数876人 

【河川ふれあい課】 

 

２ その他（資料配布のみ） 

パブリックコメント実施予定一覧（資料） 

  (1) 厚木市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する規則の一部改正の骨子 

                         【環境事業課】 

 (2) 厚木市耐震改修促進計画（改定案）                       

  【建築指導課】 

 

  



全員協議会提出議題 

 

日時 令和４年６月23日（木） 

本会議終了後 

 

３ 法人の経営状況について 

(1) 公益財団法人厚木市スポーツ協会 

 

 

 

(2) 公益財団法人厚木市勤労者福祉サービスセンター 

 

 

 

(3) 公益財団法人厚木市文化振興財団 

 

 

 

(4) 公益財団法人厚木市環境みどり公社 

 

 

 

 

 

 



工事請負契約の締結について 
 
 

番 号 １ 
契 約 の 目 的 
（ 工 事 名 ） 睦合中学校南棟校舎外壁改修工事  

工 事 場 所 厚木市三田３丁目１番１号 

契 約 の 相 手 方 

（ 請 負 人 ） 

厚木市船子１２５１ 

常濃建設（株）  

代表取締役 成井 雄幸 様 

契 約 金 額 125,400,000円 

契 約 日 令和４年５月25日 

履 行 期 限 令和４年10月14日 

 
 
 

番 号 ２ 
契 約 の 目 的 
（ 工 事 名 ） 旧南毛利分署解体工事 

工 事 場 所 厚木市長谷１５７４番地３ 

契 約 の 相 手 方 

（ 請 負 人 ） 

神奈川県小田原市新屋８２－１ 

松浦建設（株） 

代表取締役 松浦 秀敏 様 

契 約 金 額 80,784,000円 

契 約 日 令和４年５月25日 

履 行 期 限 令和５年１月27日 

 
  

資料１ 



番 号 ３ 
契 約 の 目 的 
（ 工 事 名 ） 毛利台小学校北棟校舎ほか外壁・屋上改修工事                       

工 事 場 所 厚木市毛利台１丁目２３番１号 

契 約 の 相 手 方 

（ 請 負 人 ） 

厚木市船子１２５１ 

常濃建設（株）  

代表取締役 成井 雄幸 様 

契 約 金 額 74,470,000円 

契 約 日 令和４年５月25日 

履 行 期 限 令和４年10月21日 

 
 
 

番 号 ４ 
契 約 の 目 的 
（ 工 事 名 ） 厚木中学校グラウンド改修工事【受託事業】 

工 事 場 所 厚木市水引1丁目地内 

契 約 の 相 手 方 

（ 請 負 人 ） 

厚木鳶尾１－２１－１８ 

（株）大勝建設 

代表取締役 渋谷 勝芳 様 

契 約 金 額 118,426,000円 

契 約 日 令和４年６月８日 

履 行 期 限 令和４年10月28日 

 
 
 
 
 
 
 



１ 契約の目的（工事名） 

睦合中学校南棟校舎外壁改修工事 

 

２ 工事概要 

(1) 建物概要 

ア 構造    鉄筋コンクリート造 

イ 階数    地上４階建て 

ウ 延べ面積  3,889.25㎡ 

(2) 改修概要 

ア 外壁改修  複層仕上塗材の上 

水性アクリルシリコン樹脂塗料（遮熱塗料） 

イ 軒裏改修  外装薄塗材 

 

３ 契約方法 

条件付一般競争入札 

 

４ 開札結果（開札日：令和４年５月12日） 

番号 業  者  名 
入札価格（単位：円） 

備  考 
第 １ 回 目 第 ２ 回 目 

１ 常濃建設（株） 114,000,000  
落 札 

125,400,000 

２ （株）信和建設 114,687,200   

３ 愛甲建設（株） 115,900,000   

４ 山王建設（株） 116,160,000   

５ （株）ＴＳＵＮＯＤＡ 116,564,000   

６ （株）ナカムラ 122,510,000   

７ 同郷建設（株） 135,490,000   

※ 予定価格（消費税抜き）は、123,810,000円。最低制限価格（消費税抜き）は、 

113,905,200円。落札価格（125,400,000円）は、入札価格（114,000,000円）に 

消費税額（11,400,000円）を加算した金額です。 

 

  

番号：１ 



 
 
 

睦合中学校南棟校舎外壁改修工事 
 

位置図 
 
 
 
 
  

参考資料 

 

  
 
 

 

施工場所 

三田小学校 

神奈川工科大学 



 
 

配置図 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
立面図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南棟校舎 

施工箇所 

南側立面図 

施工範囲 

施工範囲 

東側立面図 

北棟校舎 

体育館 



 
 
１ 契約の目的（工事名） 

旧南毛利分署解体工事 

 

２ 工事概要 

(1) 旧南毛利分署解体 

ア 構造規模 

(ｱ) 分署                  鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

地上２階建て 

(ｲ) 消防団器具置場・防災備蓄倉庫  鉄骨造 地上２階建て 

イ 延べ面積  420.08㎡ 

(2) 杭撤去        一式  

(3) 電気・機械設備撤去  一式  

(4) 外構解体       一式 
 

３ 契約方法 

条件付一般競争入札 

 

４ 開札結果（開札日：令和４年５月12日） 

番号 業  者  名 
入札価格（単位：円） 

備  考 
第 １ 回 目 第 ２ 回 目 

１ 鈴和工業（株） 60,534,400  最低制限価格未満 

２ （株）入江建設 67,155,064  最低制限価格未満 

３ （株）成瀬 68,000,000  最低制限価格未満 

４ （株）田中工務店 69,537,000  最低制限価格未満 

５ 山王建設（株） 70,520,000  最低制限価格未満 

６ 福山産業（株） 70,760,000  最低制限価格未満 

７ （株）滝美園 72,000,000  最低制限価格未満 

8 （株）五常建設 73,200,000  最低制限価格未満 

9 松浦建設（株） 73,440,000  
落札 

80,784,000 

10 （株）Ｒ’ｓＬ 74,180,000   

11 
三ツ和総合建設業（同） 

横浜支店  
74,700,000   

12 （株）信和建設 76,500,000   

13 （株）杉山土建 78,103,010   

14 （株）伊達建設 83,000,000   

15 同郷建設（株） 100,230,000   

番号：２ 



16 （株）小島組 辞退   

17 （株）甲斐組 辞退   

18 （株）相建 辞退   

19 東翔工業（有） 不参加   

※ 予定価格（消費税抜き）は、79,580,000円。最低制限価格（消費税抜き）は、 

73,213,600円。落札価格（80,784,000円）は、入札価格（73,440,000円）に 

消費税額（7,344,000円）を加算した金額です。 

 

  



 
 
 

旧南毛利分署解体工事 
 

位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

参考資料 

施工場所 

毛利台小学校 

南毛利スポーツセンター 

毛利台スポーツ広場 



 
 

配置図 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平面図 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
配置図 



１ 契約の目的（工事名） 

毛利台小学校北棟校舎ほか外壁・屋上改修工事 

 

２ 工事概要 

(1) 建物概要 

ア 北棟校舎 

(ｱ) 構造     鉄筋コンクリート造 

(ｲ) 階数        地上４階建て 

(ｳ) 延べ面積    1,265.80㎡ 

イ プール棟校舎    

(ｱ) 構造     鉄筋コンクリート造 

(ｲ) 階数        地上２階建て 

(ｳ) 延べ面積    511.84㎡ 

 (2) 改修概要 

ア 外壁改修  可とう形改修塗材の上 

水性アクリルシリコン樹脂塗料（遮熱塗料） 

イ 軒裏改修  複層仕上塗材トップのみ（遮熱塗料） 

外装薄塗材 

  ウ 屋上改修  改質アスファルトシート防水 

  エ 電気設備改修 

  オ 機械設備改修 

 

３ 契約方法 

条件付一般競争入札 

 

４ 開札結果（開札日：令和４年５月12日） 

番号 業  者  名 
入札価格（単位：円） 

備  考 
第 １ 回 目 第 ２ 回 目 

1 山王建設（株） 67,010,000  最低制限価格未満 

２ 常濃建設（株） 67,700,000  
落 札 

74,470,000 

３ （株）信和建設 68,438,800   

４ 愛甲建設（株） 69,830,000   

５ （株）ナカムラ 71,760,000   

６ 同郷建設（株） 75,910,000   

７ （株）ＴＳＵＮＯＤＡ 78,568,000   

※ 予定価格（消費税抜き）は、73,150,000円。最低制限価格（消費税抜き）は、 

67,298,000円。落札価格（74,470,000円）は、入札価格（67,700,000円）に 

消費税額（6,770,000円）を加算した金額です。  

番号：３ 



 
 
 

毛利台小学校北棟校舎ほか外壁・屋上改修工事 

 

位置図 
 

 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

参考資料 

施工場所 

毛利台スポーツ広場 

南毛利スポーツセンター 



 
配置図 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平面図（北棟） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北棟校舎 

プール棟 

施工箇所 

施工箇所 

施工範囲 

屋上平面図 

中央棟校舎 

東棟校舎 

給食棟 



 
 

平面図（プール棟） 
 
 

 
 
 
 
 

立面図（北棟） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

屋上平面図 

施工範囲 

南側立面図 

施工範囲 

施工範囲 

北側立面図 



 
 

立面図（プール棟） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南側立面図 

北側立面図 

施工範囲 

施工範囲 



 
１ 契約の目的（工事名） 

厚木中学校グラウンド改修工事【受託事業】 
 

２ 工事概要 

グラウンド改修工事    Ａ＝8,046㎡ 

(1) 土工         一式 

(2) グラウンド舗装工   Ａ＝7,890㎡ 

(3) 防球ネット改修工   一式 
(4) 施設・設備改修工   一式 
(5) 撤去工        一式 

(6) 仮設工        一式 

 
３ 契約方法 

条件付一般競争入札 

 

４ 開札結果（開札日：令和４年５月26日） 

番号 業  者  名 
入札価格（単位：円） 

備  考 
第 １ 回 目 第 ２ 回 目 

１ （株）大勝建設 107,660,000  
落 札 

118,426,000 

２ （株）安藤組 107,660,000   

３ （株）孝松工務店 107,660,000   

４ 愛甲建設（株） 107,660,000   

５ （株）成和 107,660,000   

６ （株）塩川興業 107,660,000   

７ 常盤産業（株） 107,660,000   

８ （株）須藤建設 107,660,000   

９ （株）関野工務店 107,660,000   

10 （株）滝美園 107,660,000   

11 （有）頼住建設 107,660,000   

12 国土開発工業（株） 107,660,000   

13 （株）清川産業 117,800,000   

※ 予定価格（消費税抜き）は、117,800,000円。最低制限価格（消費税抜き）は、 

107,660,000円。落札価格（118,426,000円）は、入札価格（107,660,000円）に消費税

額（10,766,000円）を加算した金額です。 

※ 入札価格が12者同額のため、くじ引きにより決定しました。 

  

番号：４ 



 
 
 

厚木中学校グラウンド改修工事【受託事業】 
 

位置図 

 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

参考資料 

施工場所 
厚木小学校 

厚木市立病院 

厚木市役所 



１ ３回目のワクチン接種状況

対象者 接種回数 接種率

全世代（高齢者、高齢者施設等従事
者、基礎疾患を有する方、その他一
般の方)

１３２，６１５回 ７４．０４％

（令和４年６月19日現在）

厚木市新型コロナウイルスワクチン接種について厚木市新型コロナウイルスワクチン接種について

資料２

若年層の方が学校等の長期休業前にファイザー社製ワクチンの接種を

受けることができるよう、７月中の２日間、集団接種会場で接種を行います。

接種場所：保健福祉センター
日 時 ：７月２日、23日（２日間）

9：00～15：30
対 象 者 ：３回目を未接種の12歳以上の方

2 ファイザー社製ワクチンの接種について

※ 両日とも３回目以外の接種は行いません。

3 武田社製ワクチン（ノババックス）の接種について
６月から市内医療機関の６か所で、18歳以上の方を対象に１回目から３回
目までの接種を実施しています。



 

 

 

厚木市立保育所の運営基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年６月 

 厚木市 

 

資料３ 
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1 
 

 第１章 策定にあたって  
 

１ 公立保育所民営化の経過 
 

本市では、近年の核家族化や共働き世帯の増加、価値観の多様化などに伴い、

保育需要は増加の一途をたどり、待機児童の解消や多様化する保育ニーズへの

対応が強く求められてきました。そこで、より迅速で柔軟な保育サービスを提供

するため、民間活力を積極的に導入することとし、平成 25 年４月に「厚木市立

保育所民営化基本計画」、同年９月に「厚木市立保育所民営化実施計画」を策定

し、全ての公立保育所の民営化を目指すこととしました。 

この計画に基づき、これまで６施設あった公立保育所のうち、平成 27 年にも

みじ保育所、平成 30 年に厚木保育所を民営化しました。 

２つの公立保育所の民営化により、これまで実施が難しかった保育時間の延

長や一時預りなどが柔軟に実施され、更に民間各園で独自性のある様々なプロ

グラムが提供されるなど、保育サービスの充実・拡大が図られたことにより、保

護者の保育ニーズに十分に対応することができました。 

更に、国県等民間保育所運営費負担金などの財源確保により、保育所に通っ

ていない世帯へのサービス拡大にも貢献するとともに保育所等待機児童の解消

を図るなど、子育て環境の支援強化を図ってきました。（令和２年度末時点での

財政効果額は、約 599,500 千円。） 
 

２ 公立保育所の必要性及び方針の策定 
 

公立保育所の民営化による効果は十二分に得られたと判断できますが、計画

策定から９年が経過し、保育を取り巻く環境は大きく変化しました。 

具体的には、幼児期の教育や保育の質の向上や量の拡大を定めた子ども・子

育て支援法の制定や特定教育・保育無償化が実施されました。 

また、医療的ケア児や特別な対応が必要な児童の受入れなど、子どもの権利

をより尊重した保育環境への希求、河川の氾濫等による激甚災害の発生や新型

コロナウイルスの感染拡大という未曽有の事態における特別保育の対応など、

公立保育所には新たな責務が課せられているとともに、公立保育所に求められ

る社会的要請が高まっています。 

そこで、保育行政を牽引する立場にある公立保育所の在り方について検討を

行った結果、今後の公立保育所の運営に向けた方針を定め、公立保育所を存続

することといたします。そして、新しい時代に即応し、より質の高い保育の提

供を図るため、新たな保育所運営を推進してまいります。 

なお、当該方針につきましては、附属機関である「子ども育成推進委員会」及

び庁内組織である「厚木市立保育所の在り方に関する検討会議」、部内研究会に

よる検討を経て策定いたしますが、引き続き、社会情勢の変化や保育に係る国の

施策の動向、制度改正の状況等を注視し、必要な場合には見直しを行うこととし

ます。 
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 第２章 保育を取り巻く環境  

 

１ 就学前児童数・女性の就業率（労働力率）の推移 

全国的に少子化が進む中、本市においても就学前児童数は減少の傾向にあります。

令和３年４月現在の就学前児童数は 9,246 人で、平成 27 年と比較し、およそ 2,000

人減少しています。 

今後の推計においても５年ごとに 400 人程度の減少が見込まれ、令和 32 年には

７千人を下回り、少子化が一層際立つ予測となっています。 

一方で、女性の就業率（労働力率）は、平成 27 年は 67.6％でしたが、令和２年

には 73.3％まで上昇しております。 

国は令和７年度の女性の就業率目標 82％に対応した保育の受け皿の整備に取り

組むよう要請しているように、女性の就業率の上昇傾向は続くと思われ、本市にお

いても同様に上昇するものと推測しています。 

 

■就学前児童数の推移                    （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 出典：各年 4月 1日現在 住民基本台帳人口、R7～R32 は推計値 

 

 

■女性（25 歳～44 歳）の就業率               （単位：％） 

区分 H27 年 R2 年 R7 年 R12 R17 R22 

全国 71.6 77.4 82.0 83.8 85.5 87.2 

厚木市 67.6 73.3 77.8 82.0 83.7 85.4 

出典：全国の H27・R2 は労働力調査数値（総務省）、R7 は政府目標値、 

R22 は労働力需給推計値（労働政策研究・研修機構）、その他は推計値 

厚木市は全国の数値を基にした推計値 
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２ 保育所等入所児童数等の推移 

認可保育所、認定こども園、小規模保育施設及び家庭的保育事業所への入所児童

数については、就学前児童数は減少していますが、女性の就業率の増加などを背景

に増え続けています。 

令和３年４月現在、3,603 人の児童が入所申込しており、平成 27 年度と比較し、

約 500 人（16.5％）増加しております。 
 

■就学前児童数等の実績                （各年度 4月 1日現在） 

 

 

平成 27 年度から令和３年度までの就学前児童数、年少人口、女性の就業率及び

入所申込数等の割合から算出した将来見込みでは、保育における量的ニーズのピー

クアウトは令和 12 年前後になるものと推計しています。 
 

■就学前児童数等の将来見込        （各年度 4月 1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 
利用 
定員数 

就学前 
児童数 

入所 
児童数 

入所 
申込数 

申込率 
定員と 
申込の差 

H27 3,033 人 11,139 人 2,801 人 3,094 人 27.8％ △61 人 

H28 3,031 人 10,970 人 3,005 人 3,275 人 29.9％ △244 人 

H29 3,035 人 10,597 人 2,988 人 3,244 人 30.6％ △209 人 

H30 3,564 人 10,309 人 3,185 人 3,332 人 32.3％ 232 人 

R1 4,048 人 9,951 人 3,301 人 3,387 人 34.0％ 661 人 

R2 4,323 人 9,632 人 3,481 人 3,613 人 37.5％ 710 人 

R3 4,089 人 9,246 人 3,502 人 3,603 人 39.0％ 486 人 

年度 
利用 
定員数 

就学前 
児童数 

入所 
申込数 

申込率 
定員と 
申込の差 

R7 4,267 人 8,947 人 3,955 人 44.2％ 312 人 

R12 4,267 人 8,262 人 4,189 人 50.7％ 78 人 

R17 4,267 人 7,812 人 4,156 人 53.2％ 111 人 

R22 4,267 人 7,452 人 4,151 人 55.7％ 116 人 

R27 4,267 人 7,095 人 4,129 人 58.2％ 138 人 

R32 4,267 人 6,682 人 3,922 人 58.7％ 345 人 
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３ 待機児童の状況 

  本市における待機児童数は、国の定義が変更された平成 29 年度には 48 人でし

たが、平成 29 年度～令和元年度にかけて行った集中的な施設整備により、その数

は減少し、令和３年度で０人になり待機児童が解消されました。 

■待機児童数の推移                   （各年度 4月 1日現在） 

年度 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

H29 0 人 20 人 28 人 0 人 0 人 0 人 48 人 

H30 0 人 24 人 0 人 0 人 0 人 0 人 24 人 

R1 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 

R2 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 1 人 

R3 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

 

４ 施設整備の状況 

   待機児童の解消に向けて取り組んだ施設整備の結果、令和３年４月現在では、市内

の認可保育所、小規模保育施設及び家庭的保育事業所の合計は 54 箇所となり、

3,537 人の児童の受入が可能となっています。 
 

■年度別定員の増減  

年度 増減 備  考 

H29 207 人 新  設：認可保育所 2園・150 人、小規模保育施設 3園・57 人 

H30 417 人 
新  設：認可保育所 3園・276 人、小規模保育施設 7園・133 人 
移転増員：小規模保育施設１園・8人 

R1 30 人 移転増員：認可保育所 1園・30 人 

R2 △62 人 定員変更：認可保育所 2園・△62 人（70 人減、8人増） 

計   592 人 
新  設：616 人（認可保育所 5園、小規模保育施設 10 園） 
移転増員： 38 人（認可保育所 1園、小規模保育施設 1園） 
定員変更：△62 人（認可保育所 2園） 

  

■施設数及び定員数  

年月 認可保育所 小規模等 合 計 

H29.4 31 園(2,849 人) 8 園(96 人) 39 園(2,945 人) 

H30.4 33 園(2,999 人) 11 園(153 人) 44 園(3,152 人) 

H31.4 36 園(3,275 人) 18 園(294 人) 54 園(3,569 人) 

R 2.4 36 園(3,305 人) 18 園(294 人) 54 園(3,599 人) 

R 3.4 36 園(3,243 人) 18 園(294 人) 54 園(3,537 人) 

H29 との比較 5 園(394 人)増 10 園(198 人)増 15 園(592 人)増 
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５ 公立保育所の現況 

   本市では、６つの公立保育所を整備・運営してきましたが、平成 25 年に策定し

た「厚木市立保育所民営化基本計画」及び「厚木市立保育所民営化実施計画」に基

づき、平成 27 年にもみじ保育所、平成 30 年に厚木保育所を民営化し、現在は４つ

の公立保育所を運営しています。 

現施設は、築年数 47 年の南毛利保育所を筆頭に他施設とも老朽化が進んでいる

ことに加え、平成 18 年 12 月 10 日施行の『高齢者、障害者等の移動等の円滑化の

促進に関する法律（バリアフリー新法）』の基準に適合しないなど機能面での課題

を有しています。 

なお、立地する区域区分は、４つの施設のうち南毛利保育所が市街化区域に、そ

の他の３つの施設が市街化調整区域になっています。 
 

【南毛利保育所】 

所 在 地 本園：厚木市長谷 1247、分園：厚木市長谷 1246-4 

区域区分 市街化区域 敷地面積 1,967.38 ㎡ 

構  造 鉄骨造平屋建 延床面積 671.92 ㎡ 

建設年月 昭和 50 年４月１日 築 年 数 47 年 

定 員 数 130 人（３歳未満児：50 人、３歳以上児：80 人） 
 
【小鮎保育所】 

所 在 地 厚木市飯山 4234-1 

区域区分 市街化調整区域 敷地面積 2,204.99 ㎡ 

構  造 鉄骨造平屋建 延床面積 447.30 ㎡ 

建設年月日 昭和 51 年４月１日 築 年 数 46 年 

定 員 数 90 人（３歳未満児：27 人、３歳以上児：63 人） 
 
【玉川保育所】 

所 在 地 厚木市七沢 162 

区域区分 市街化調整区域 敷地面積 1,502.20 ㎡ 

構  造 鉄骨造平屋建 延床面積 547.98 ㎡ 

建設年月日 昭和 56 年４月１日 築 年 数 41 年 

定 員 数 100 人（３歳未満児：40 人、３歳以上児：60 人） 

立地環境 土砂災害警戒区域内（イエローゾーン）、洪水・浸水想定区域内 
 
【相川保育所】 

所 在 地 厚木市下津古久 710-1 

区域区分 市街化調整区域 敷地面積 2,457.00 ㎡ 

構  造 鉄筋コンクリート造平屋建 延床面積 1,001.79 ㎡ 

建設年月日 平成２年４月１日 築 年 数 32 年 

定 員 数 120 人（３歳未満児：35 人、３歳以上児：85 人） 

立地環境 洪水・浸水想定区域内 
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 第３章 公立保育所の必要性  

 

保育所民営化基本計画及び実施計画の策定以降、本市においても待機児童の解消が

喫緊の課題となり、保育を必要とするすべての児童が保育施設に入所できるようおよ

そ600人規模の施設整備に取り組んだ結果、令和３年には待機児童が解消されました。 

一方で、保育環境は、子ども・子育て支援新制度の導入、特定教育・保育無償化な

どにより大きく変わりました。さらに、保護者の就労形態の多様化などの近年の著し

い社会状況の変化や、災害・非常事態の発生など、保育所を取り巻く課題は複雑さ、

困難さを増しています。これらの課題に、着実かつ積極的・継続的に取り組むことが

公立保育所に求められています。 

今後は、保育の需要と供給のバランスを保ちつつ、質の向上に向けた取組を強化し

ていくことになりますが、その中で公立保育所として、近年の気候変動に伴い激甚化

する風水害や新型コロナウイルス感染症の発生などの災害時や非常事態時の対応、ま

た、医療的ケア児や障がい児、食物アレルギー児といった特別な対応が必要となる児

童の受入れなど、次節以降に示す役割について対応していく必要があります。 

なお、民間保育所の運営法人を対象に、本市における将来的な保育の課題、台風時

や大規模災害時における保育の実施等について意見を伺うアンケート調査を実施し

ましたが、その結果からも「民間保育園でできるものは民間保育園が対応し、民間保

育園で対応が困難なものは公立保育所が対応する」ことが望まれていることが分かり

ました。 

 

■市内民間保育所運営法人を対象としたアンケート結果（令和３年 11 月実施） 

【今後更なるニーズが想定されるもので、対応が困難だと思われるもの】 

 

 

 

 

 

項目 回答数 ％ 

新型コロナウイルス等の感染症の発生により臨時休園した

園の代替保育 
21／23 91.3 

休日保育 17／23 73.9 

  医療的ケア児の受入れ 14／23 60.9 

重篤な食物アレルギーや嚥下障害などにより食事に特別な

対応を要する児童の受入れ 
13／23 56.5 

家庭状況や発育・発達に係る課題を抱える児童の受入れ 5／23 21.7 

  外国につながりのある児童の受入れ 3／23 13.0 

  育児の相談や援助の実施を行う地域の子育て支援事業 1／23 4.3 
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１ 医療的ケア児、障がい児等の受入れ 

 近年の医療技術の発達により、出産後の低体重出生児の生存率が上がり、それ

に伴い先天的な疾患のある医療的ケア児や障がい児等は増加傾向にあると言われ

ています。このような児童の受入れについては、医療対応のできるスタッフの常

駐や施設面での整備が求められていることから、対応が難しいものとなっていま

す。 

今後の公立保育所においては、これらの配慮を必要とする児童の受入れを進め

るため、施設の高度なバリアフリー化と併せ、看護師等による医療行為ができる

体制を早急に整備することが求められています。 

 

■低体重出生児把握状況（厚木市） 

年度 
1,000ｇ
未満 

1,000～
1,499ｇ 

1,500～ 
1,999ｇ 

2,000～ 
2,499ｇ 

未熟児数
合計 

出生者数 
未熟児 
出生率 

H29 2 人 5 人 12 人 108 人 127 人 1,597 人 8.0% 

H30 3 人 3 人 13 人 112 人 131 人 1,493 人 8.8% 

R1 7 人 8 人 19 人 103 人 137 人 1,425 人 9.6% 

出典：神奈川県市町村母子保健報告から抜粋 

 

■医療的ケア児の推計値（全国）  

医療的 

ケア児数 

H26 年 H27 年 H28 年 H29 年 H30 年 H26年との比較 

16,575 人 17,209 人 18,272 人 18,951 人 19,712 人
3,137 人増 

(＋18.9%) 

出典：令和元年度医療的ケア児等の地域支援体制構築に係る担当者会議資料（厚 

生労働省） 

 

 

 

 

 

 



8 
 

２ 災害時における対応 

   近年の激甚化する風水害や、今後予想される都心南部直下地震等の大規模災害が

発生した場合に、災害対応や市民生活の迅速な復旧に向けて従事する保護者の児童

の保育は喫緊の課題となっており、これに対応するため公立保育所では入所児以外

の児童も緊急に預かる特別保育を実施いたします。 

今後、更に大規模な災害の発生により、民間保育施設の機能が麻ひし、保育に支

障が及ぶことを防ぐため、災害時における緊急的な保育の拠点となる施設の整備が

求められています。 

 

■近年の厚木市における自然災害時の保育の状況 

年月日 種別 保育所運営上の影響 

H23 3 月 11 日 東北地方太

平洋沖地震 

企業の電力供給対策に伴う保護者の日曜出

勤に対応するため、公立保育所で休日保育を

実施し、７～９月間に延べ 249 人が利用した。 

H26 2 月 14 日 豪雪 一部の保育施設において、職員が出勤でき

なかった。結果的には、本来登園予定であった

約10人の児童は全員自粛したため影響は生じ

なかった。 

H28 8 月 22 日 台風９号 河川の氾濫に備え、一部の保育施設の児童

約 15 人が公民館へ緊急避難した。 

R1 9 月 9 日 台風 15 号 一部の保育施設において、大多数の職員が

出勤できず保育に著しい支障が生じた。 

10 月 12 日 台風 19 号 気象庁からの注意喚起や交通機関の計画運

休の発表などを踏まえ、保育施設を通じ、保護

者に対し登園自粛を要請した。 

その中で、計５園において保育の必要のあ

る児童 11 人がやむなく登園した。 

出典：平成 23、26、28 年 厚木市地域防災計画（資料編） 

    令和元年 台風 15､19 号被害状況報告書（危機管理課） 
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３ 非常事態時の対応 

  新型コロナウイルス感染症を始め、様々な感染症等の発生や事件、事故等の予期

せぬ非常事態によって、保育施設が一時的に利用できなくなる状況がこれまでも生

じています。その場合においても、医療、福祉、保健分野等に就労する保護者を支

援する必要があり、児童及び保護者にとって安心な保育を実施するための受け皿と

なるよう施設及び体制の整備が急務となっています。 

 

■非常事態時の保育の状況 

年月日 種別 保育所運営上の影響 

R1 6月20日～

6月 21 日 

受刑者の逃走 刑が確定した受刑者が逃走したため、

一部の保育施設が保護者あてに登園自粛

を要請した。そのため 100 人を超える児

童が登園できなくなる事態が生じた。 

R2 

・ 

R3 

11 月～ 新型コロナウイルス 

感染症 

一部の保育施設で新型コロナウイルス

の感染者が発生したため、数日間の全園

休園措置がとられた。これにより 23 園、

約 2,060 人の児童が登園できなかった。 

（令和 3年 12 月 31 日現在） 
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４ 特別な対応が必要な児童の受入れ 

近年、食物アレルギー児は増加傾向にあり、乳幼児に給食・おやつを提供する保

育所においては、食物アレルギー児への対応は重要な課題となっています。 

食物アレルギーは、時に生命に関わることから、対応に当たっては調理員や保育

士など多くの人の連携協力が不可欠であり、保育士不足が深刻化する状況では、公

立保育所にその役割を求める声が大きくなっています。 

また、保護者の就労形態の多様化に伴い、休日保育のニーズが高まっており、今後

は受け皿の拡充を図っていかなければなりません。保育士確保の面や採算性の観点か

ら民間保育施設だけでは対応しきれない状況が懸念されており、公立保育所がその役

割を担っていく必要があります。 

 

■自己注射が可能なエピネフリン製剤を処方されている児童の状況  

年度 公立保育所 民間保育施設 合計 

R１ 2 人 2 人 4 人 

R2 1 人 4 人 5 人 

R3 2 人 5 人 7 人 

3 か年計 5 人 11 人 16 人 

 

■休日保育利用実績（２園） 

年度 
実施日数 延べ利用者数 

日曜日 祝日 合計 日曜日 祝日 合計 

H30 49 日 18 日 67 日 514 人 209 人 723 人 

R1 47 日 22 日 69 日 511 人 230 人 741 人 

R2 49 日 14 日 63 日 429 人 125 人 554 人 

 ※Ｒ２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が減少した。 
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５ 市域を網羅した保育の提供 

本市では、すべての児童に等しく保育を提供するため、待機児童解消に向けた施

設整備を行うに当たっても既存施設の設置状況を考慮しつつバランスよく保育所を

配置してまいりました。 

その中において、児童数の少ない市街化調整区域については法的な面から民間保

育所の参入が難しいこともあり、主に公立保育所が保育の担い手となってまいりま

した。 

今後、保育の量的ニーズが減少し、施設の供給過多となる状況が訪れた場合、児童

数に基づく委託費等により運営している民間保育所においては、このような地域で

は安定した経営を続けることは厳しいものと考えられることから、引き続き、公立

保育所が保育の受け皿となる必要があります。 

 

■認可保育所位置図（厚木地区を除く） 

 

①相川保育所 
②小鮎保育所 
③玉川保育所 
④南毛利保育所 
■民間保育所 

市街化調整区域 
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第４章 公立保育所の運営に向けて  

 

１ 公立保育所の存続 
 

公立保育所は、①医療的ケア児、障がい児等の受入れ、②災害時における対応、

③非常事態時の対応、④特別な対応が必要な児童の受入れ、⑤市域を網羅した保育

の提供といった重要な役割について、保育行政を牽引する立場から責任を持って担

っていく必要があります。 

このような公立保育所として求められる社会的要請・市民ニーズに積極的に対

応するため、現行の「厚木市立保育所民営化基本計画」及び「厚木市立保育所民営

化実施計画」を廃止し、公立保育所を存続させます。 

今後も民営化した２園も含め、民間保育施設と十分な連携を図り、公立保育所、

民間保育施設それぞれの特徴と役割を共有しながら一体となって、市全体の保育体

制の充実と更なる保育の質の向上を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚木市立保育所 
民営化基本計画 

厚木市立保育所 
民営化実施計画 

厚木市立保育所の運営基本方針 
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２ 今後の公立保育所の方向性 
 

（１）各公立保育所の位置付け 

   公立保育所に求められる役割について、各保育所が主に担っていく内容を明

確にすることで、より効果的・効率的な保育を実施します。 

類型 保育所名 内容 

災害等優先対応型 南毛利保育所 

台風接近時等における特別保育の

実施や大規模災害の発生時に保育園

児以外の児童も含めた緊急預かり等

について、優先的に対応します。 

適正配置対応型 

相川保育所 

小鮎保育所 

玉川保育所 

すべての児童に等しく保育を提供

するため、民間保育所の参入が難し

い地域において、保育の受け皿とな

ります。 

    

（２）総利用定員の調整 

将来的には、保育における量的ニーズの変化に対応するため、公立保育所の

利用定員数を調整し、民間保育施設の経営安定を図るとともに、公立保育所が担

うべき役割に即した保育を実施してまいります。 

総利用定員の調整に向けた具体的な方策や実施時期については、５年ごとの

「あつぎ子ども未来プラン（次世代育成支援行動計画、子ども・子育て支援事業

計画）」の策定の中で、保育の量的ニーズの見込み、民間保育施設の利用定員の

変動や配慮を必要とする児童の状況を踏まえ、調整の実施の有無も含めた検討

を行い、決定するものとします。 

 

 

 

内 容 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

子ども未来プラン 

次世代育成支援行動計画 

子ども・子育て支援事業計画 

        

総利用定員の調整の検討 

  
 

検

討 
★
決
定 

    
 

検

討 
★
決
定 

第３期計画 第４期計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
厚木市立保育所の運営基本方針 

 

企画・編集  厚木市 こども未来部 保育課 

〒243-8511  神奈川県厚木市中町３丁目 17 番 17 号 

ＴＥＬ  ０４６（２２５）２７６８ 

ＦＡＸ  ０４６（２２５）０２６１ 

ＵＲＬ  http：//www.city.atsugi.kanagawa.jp/ 

e-mail  2200＠city.atsugi.kanagawa.jp 
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令和３年度厚木市立病院インシデント・アクシデント報告について 

 

１ 公表の目的 

市立病院では、医療における安全管理の徹底を図り、患者本位の質の高い医療を提供す

るため、様々な取組をしています。この取組の一環として、診療過程で何らかの予定外の

出来事が発生した場合、インシデント・アクシデントとして報告書を提出し、医療事故の

防止対策に活用しています。 

さらに、医療の透明性を高め、市民の皆様との信頼関係を築くため、これらの報告の集

計結果を公表しています。 

 

２ インシデント・アクシデント報告制度 

報告書の収集・分析を通じて、医療事故につながる可能性のある潜在的なリスクを把握

し、医療事故の発生を防止するための制度です。 

全ての職員が積極的に報告書を提出することができるようにするため、報告書の公表

や報告者の責任追及は行わないこととしています。 

 

 ＜ 用語の定義 ＞ 

インシデントとは、医療従事者が医療を行う上で、“ヒヤリ”としたり、“ハッ”とした

りする経験を有する事例で、医療事故に至らなかった場合を指します。 

アクシデントとは、医療事故として扱うものを指します。 

医療事故とは、患者が本来持っていた疾病や体質などの基礎的条件によるものではな

く、医療においてその目的に反して生じた有害な事象を指します。 

医療事故には、医療内容に問題があって起きたもの（医療過誤）と、医療内容に問題が

ないにもかかわらず起きたもの（過失のない医療事故）があります。 

 

３ 公表の内容 

(1) 市立病院におけるインシデント・アクシデントのレベル別報告件数 

(2) 種類別の代表的な事例及び分析結果に基づく再発防止対策 

 

４ 公表の方法 

年度ごとに報告書を集計し、年に１回、件数等をホームページ上で一括公表します。 

資料４ 
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５ 医療事故等のレベル 

(1) 医療事故レベル判定基準 

患者への影響の大きさに応じて、医療事故のレベルを以下のとおり分類します。 

レベル０～３aはインシデント、レベル３b以上はアクシデントとします。 

 
区 分 

障害の

継続性 

障害の

程 度 
内  容 

イ
ン
シ
デ
ン
ト 

レベル０ ― ― 
医療安全管理上何らかの事象が発生したが、患

者には実施されなかった場合 

レベル１ なし ― 

医療安全管理上何らかの事象が発生したが、患

者には変化が生じなかった場合（何らかの影響

を与えた可能性は否定できない。） 

レベル２ 一過性 軽度 

事故により、処置や治療は行わなかったが、観

察の強化やバイタルサインの軽度変化、安全確

認のための検査などの必要性が生じた場合 

レベル３a 一過性 中等度 

事故により、簡単な治療・処置の必要性が生じ

た場合（消毒、湿布、皮膚の縫合、鎮痛剤の投

与など） 

ア
ク
シ
デ
ン
ト 

レベル３b 一過性 高度 

事故により濃厚な処置や治療を要した場合（バイ

タルサインの高度変化、人工呼吸器の装着、手術、

入院日数の延長、外来患者の入院、骨折など） 

レベル４a 永続的 
軽度～

中等度 

事故により、永続的な障害や後遺症が残ったが、

有意な機能障害や美容上の問題は伴わない場合 

レベル４b 永続的 
中等度

～高度 

事故により、永続的な障害や後遺症が残り、有

意な機能障害や美容上の問題を伴う場合 

レベル５ 死亡 ― 
事故が死因となった場合（原疾患の自然経過に

よるものを除く） 

 

(2) 公表基準 

一括公表 
レベル０～レベル３b 

レベル４a～レベル５の過失のない医療事故 

個別公表 
レベル４a～レベル５の医療過誤 

社会的影響のあるもの 
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６ 令和３年度インシデント・アクシデント報告総数 1,024件 

(1) 事故のレベル別報告 

インシデント（レベル３a以下）1,018件 アクシデント（レベル３b以上）6件 

 R3年度 R2年度 R1年度 H30年度 H29年度 H28年度 

レベル０ 216 292 366 334 258 287 

レベル１ 671 782   663 727 772 788 

レベル２ 107 88 123 139 94 53 

レベル３a 24 39 45 44 34 28 

レベル３b 6 2 7 9 12 5 

レベル４a 0 0 0 0 0 0 

レベル４b 0 0 0 0 0 0 

レベル５ 0 0 0 0 0 0 

計 1,024 1,203 1,204 1,253 1,170 1,161 

 

(2) 事故の種類別報告 

主な事故の種類は、薬品、ドレーン・カテーテル類、転倒・転落です。 

 R3年度 R2年度 R1年度 H30年度 H29年度 H28年度 

薬品 330 442 433 417 341 373 

ドレーン・ 

カテーテル類 
260 268 229 220 261 240 

転倒・転落 140 118 182 183 166 127 

検査 89 104 107 129 121 169 

処置・手術 48 53 63 57 68 71 

食事 51 73 74 105 54 32 

その他 106 145 106 142 159 149 

計 1,024 1,203 1,204 1,253 1,170 1,161 
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７ 主な事例概要と再発防止策 

種 類 事例概要 再発防止策 

薬 品 

（注射薬） 

3人の患者に造血剤150μgの

注射指示があり、部署の常備薬

から使用した。翌日、常備薬の数

合わせをしたところ100μｇ1本

が不足し150μgが1本多くある

ことに気が付き、1名に100μgを

注射していたことが分かった。   

（レベル１） 

複数の規格がある薬品の配置の工夫

を行い、注意喚起の表示をした。ま

た、常備薬から薬品を使用する際はダ

ブルチェックを徹底する。あわせて、

点滴認証システムを活用するととも

に、部署の常備薬を減らすことを検討

する。 

薬 品 

（その他） 
スタッフＡから口頭で散

さん

瞳
どう

薬を

点眼するよう依頼があり、スタ

ッフＢは点眼した。その後、指

示簿を確認すると医師の指示が

ないことに気がつき、誤って点

眼したことが分かった。ほとん

どの症例で散瞳薬を使用する検

査であり、指示を確認せず、思

い込みで実施していた。 

（レベル１） 

与薬の６Ｒ（正しい患者、薬剤、目

的、用量、用法、時間）の確認及び指

示を目視し、声を出して確認すること

を徹底する。 

ドレーン・ 

カテーテル類 

 

患者は意思疎通が難しく、数

日前から中心静脈カテーテルの

固定部のテープを剥がしていた

ので、ミトンを装着していた。

しかし、情報共有がきちんと行

われず、翌日にはミトンが外さ

れ、中心静脈カテーテルを自己

抜去し、翌日再挿入となった。 

（レベル３a） 

抑制ガイドラインを活用し、対策を

検討する。また、抑制の開始時及び解

除する際は、一人で判断せず、複数人

で情報共有し、検討する。特に、スタ

ッフが少なくなる時間帯にかけての抑

制解除はしないことを周知した。 

  



5 

 

種 類 事例概要 再発防止策 

転倒・転落 

 

入院当日、ふらつきがあるた

め日中は付き添い歩行してい

た。夜間になり更にふらつきが

強くなったが、ナースコールを

せずに１人で歩行してしまうた

め、ナースステーションの近く

の部屋に移動し、併せて離床セ

ンサーを設置した。離床センサ

ーが鳴り、部屋に向かうと、床に

倒れており左腕に20cmの裂創が

できていた、皮膚保護剤で処置

を行った。 

（レベル３a） 

入院時の情報や転倒・転落スコアを活

用して情報共有を行い、早期に対策を立

てることを確認した。また、認知症看護

認定看護師を活用し、高齢患者への安全

支援について体制を整える。 

検査 緊迫し慌ただしい状況下で心

電図検査を行った。入院後、心電

図を確認したスタッフが、上肢

の電極装着の左右間違いに気が

ついた。 

（レベル１） 

 

心電図計に電極装着部位の図を表記

し、ストレッチャー柵に四肢誘導と同色

のテープを貼り、視覚的に分かりやすく

した。装着時、記録開始時や取り外し時

などに装着部位が正しいか確認する。 

処置・手術 維持透析を受けていた患者が

開腹手術を受けた。手術後、定期

的にシャントの観察をしていた

が、元々シャントの状態が不安

定だと思い込み様子を見てい

た。次勤務者がシャントの異常

に気がつき、閉塞してしまった

ことが分かり、再造設となった。 

（レベル３ｂ） 

手術前、手術直後の状況の違いを担当

者同士で共有し、異常の早期発見に努め

る。また、勉強会を開催し、シャント管

理について理解を深める。 
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８ 安全な医療環境を作る管理体制について 

令和３年度はインシデント報告件数が1018件、アクシデント報告件数が６件で、全体の

報告件数は前年度に比べ減少しています。事故レベル別の内訳を比較するとレベル０、1

の報告件数が全体の約86％でした。レベル２の報告件数は107件で、レベル３以上の報告

数は11件減少しました。レベル３ｂ以上のアクシデントの発生率は0.58％でした。レベル

０、１の報告を推進し、アクシデントにつなげないために更なる工夫を行い、減少に努め

ていきます。 

事故の種類別としては、薬品に関する事故、チューブ・ドレーンの自己抜去、転倒・転

落が多く見受けられます。 

薬品については、「確認を怠った」などヒューマンエラーが要因の一つであることから、

エラー防止のために、令和２年２月に電子カルテに処方薬を一括管理するシステムを導

入した結果、前年度より100件程度減少しました。チューブ・ドレーンについては高齢者

による自己抜去事例が多く、不要なチューブ類を早期に抜去できる働き掛けと、固定によ

るかゆみや挿入による痛みなどの不快感を取り除き、自己抜去を未然に防ぐ工夫を行っ

ています。転倒・転落は、リスクアセスメントを行って危険度を判定し、患者に関わる全

ての職員が認識できるよう、ベッドサイドへの表示を徹底していますが、前年度に比べ増

加しています。入院患者の高齢化に伴う筋力、認知機能低下などの要因もあり、環境整備

に加え、職員間でのタイムリーな情報共有と安全支援について体制を整えていきたいと

思います。 

現在、高齢化に伴う合併症を有する患者の増加と新型コロナウイルス感染症の流行に

伴い、医療はますます複雑化し様々な対応をするため、多職種連携が不可欠となっていま

す。職員の教育を始め、心理的安全性を担保し、情報交換を密にして院内のコミュニケー

ションエラーを防ぎ、安全な療養環境作りを行っていく必要があります。また、患者、家

族にも医療安全に参画してもらえるように働き掛けていくことも重要であると考えてい

ます。 

当病院では、医療安全管理室を設置し、専任の担当を配置することで、組織的に事例の  

検証・分析を行い、随時各セクションにおいて安全指導を行っています。また、各部署に

おけるセーフティマネージャーの合同検証や、医療安全管理委員会において再発防止策

を検討しています。今後も、院内ラウンドを行い、リスクの低減を図るとともに、安全管

理に対する改善を確実に実行する教育や指導を行い、インシデント・アクシデントの再発

防止に取り組んでいきます。 



令和４年６月全員協議会報告分

名称 時期 所管課

1
厚木市廃棄物の減量化、資源
化及び適正処理等に関する規
則の一部改正の骨子

令和４年７月15日
～令和４年８月15日

環境事業課

2
厚木市耐震改修促進計画（改
定案）

令和４年７月15日
～令和４年８月15日

建築指導課

パブリックコメント実施予定一覧

※上記一覧は、実施予定です。変更する場合もありますので、御了承願います。


